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凡 例 

 

 

1. 本号の対象とする時期は 2013（平成 25）年度である。 

2. 肩書等は、2014年 3月末現在のものである。 

3. 年は、西暦または西暦（元号）で表記してある。 
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Ⅰ はじめに 

 

 生態調和農学機構（ 機構 と ）は、2010 年 4 月 附属農 附属

の し、 附属 （現在の ）の 研究機

とで た。機構 の 年 は、 和 機構 の のもと、

し の るととも 、西東京 の 現 る と

て で た。 （ ） 生態調和農学機構（ 機構 と ）の機構 命した

2013 年 4 月 も、 ては 年度までの した。 の 年 、大 る

と の の 。 も た である 、現 する と

で機構の 2013 年度の した 。 

 

１． キャンパスの整備 

 て の 、西東京 （ ） 、 附属農 農 の機 て、

附属農 （ 、2008 年 3 月 ） （

、2012 年 3 月 ）の機 し て る 、 た本

は西東京 の て する。2012 年度末 大学 した

の 本構 ると、 する の （ ） 、

るととも 、 の して す と る。 のた 、

の の大 年で 構 る である。2013 年度 は、

て、 の ま 、 の である

調 も ま た。2014 年度 は、 年度 て するととも 13 の

する と て る。 、 る西東京 東京 との

調 、 本 て て も である。

は、 る農 の した

研究、 また 生態調和農学 の る。また、

では た、 農学の て る。 

 

２． 学の の  

 東京大学は、2013 年 月 学 の の した。 の は、

の大学 の 現 して、2015 年度 、学 暦の と

の ものである。学 暦は、現在の 学期 学期の 学期 、

し、 の大学 の 期 期の 学 、 学生の

る。農学 は するた 、生態調和農学機構で て る 研究、と 農学

年生の 大 る 。し も、 学 暦では として

の 科 る であ 、 の 大 る。現在、生態調

和農学機構（ ）では農学 の 8 の 10 科 の て る。
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の 、 大 す ある。 て、機

構では 2013 年度 て 、 学 暦 の して る。 

 学 の では学 暦の ととも 、 学 の 学 と

しての の の て 、 して、農学 の では

るた の附属 の

農学 生 と ある 附属 の現 ICT する

の て る。す 、農学 学 、機構 は とする

附属 る 機 の期 ま て る。 の機 て、農学 農

学生命科学研究科の 研究ととも 、 学の で る の で る した 。 

 

３. 社会連携 

 機構 す 生態調和農学 と て、 との は である。機構 する西東京

は 20 の する であ 、西東京 は の と ては、

と の して る。 、大学の 命は 研究 あ 、 との は、

研究 の として る と る。 のた 、 の は、機構 と、

の の して て ある。2013 年度 機構

し、 との は で する と た。また、 年度 西東

京 との し、現在、 の 表 て 期 て

る。2014 年度も、 の 、農 の 、 、

科学 と の 、 の の て

として る。 、 の すると、 し

て、 と した 研究 る と で る あるので、

して、 の て た 。 

 

 対 し 研究 る は、 で

である。 、 生 の機構 して た 、2014 年度 西東京

す と した。 で、研究科との はますます であるた 、

は の する と した。 までも 、機構の は 研究の と成 で

まる。し の 、 で で ある 、機構の

は、生態調和農学 する研究 して た た 。また、農学生命科学研究科

の 学生 は、 して た 、 た と し

た研究 して た 、 の成 る と 期 して る。 

 

2014 年 3月 31  

東京大学農学生命科学研究科 附属生態調和農学機構 

 機構     
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Ⅱ 組織と運営 

１． 組織・人員構成 
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２. 庶務事項 

(1) 人事事項 

旧農場 

） 年 期  

       年月       

   平成 年7月   

    （H25.09.01） 

   平成 年 月   

研究    平成 年 月  期  

 

）   

       年月       

   平成 年 月  農学生命科学研究科  

（ ） 

 

）   

        年月       

研究  DHANACHANDRAN 

SUDHARSAN 

平成 年 月   

  ま  平成 年 月   

  和  平成 年 月   

 

）   

        年月       

   平成 年 月   

 

田無演習林 

） 年 期  

   し 

 

）   

       年月       

   平成 年  月  生態調和農学機構  



Ⅱ 組織と運営 

 

5 
 

）   

        年月       

 本 平 平成 年  月   

 

）   

        年月       

   平成 年  月   

 

）   

        年月       

 本 大 平成 年 月   

 

(2) その他の庶務事項 

平成 年 

月  、農 時  

月   

月  年度年  

月  、  

月  大学附属農 （ 東京） 

月   

月  、  

月  機構  

月   

月 月 生態調和農学機構 西東京  

ま DE OIL 2013  

月  機構  

月  、  

月   

月  農 での  

月  、  

月  機構  

月  農 時  

月  本  

月   

月  東 大学農  
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研究 、研 （ : 大学） 

月  、  

月  態 

月  ま  

月  東 大学農 研 （ : 大学） 

月  機構 で る の  

月  、  

月  農 での  

月  、  

月  機構  

月  の  

月  、  

月  機構  

月  大学附属農 （ ） 

月   

月  期 の 学 農  

月  機構  

月  、  

月  本 大 （ ）( 大 大学） 

月  機構  

月  、  

平成 年  

月  機構  

月  、  

月   

月  機構 農 （GAP） です 農

して  

月  、  

月  、  

 

３．会計事項 

 年度の 記の表 まと る1 の 等 る した

と 、 機 で た の は、 とも で

た  
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収入の部
H25

決算 H24決算

収入 a移替え b振替 計 a+b
当初予算

付属施設経費 21,058,000 21,058,000 21,058,000 20,859,000

教員経費 7,544,000 7,544,000 7,544,000 7,547,000

H22繰り越し分 923,000 923,000 923,000 210,000

収入見込み分 2,591,000 2,591,000 2,591,000 1,935,000

当初予算小計 32,116,000 0 32,116,000 32,116,000 30,551,000

当初外予算
任期付き助教経費 1,050,000 1,050,000 1,100,000 1,075,000
学生経費等 生産環境 56,000 56,000 20,000 204,000

農学国際 198,950 198,950 196,851 198,950

その他 0 20,000 150,000
教員経費（生産環境） 505,000 505,000 505,000 505,000
施設利用料等 アジア 4,200,000 4,200,000 4,200,000 4,200,000

温室 0 0 152,446
水田 0 250,000 250,000 275,125 189,376
生産環境より 930,000 930,000 930,000 930,000

AGS助成金 0 0
農学部より追加配分 0 1,000,000

売り上げ見込み超過分 -500,000 -500,000 1,314,000 2,945,000

売り上げ(振替分） 3,470,000 3,470,000 3,460,000 3,470,000
間接経費 3,000,000 3,000,000 3,990,000 2,999,500

0

合計 37,855,950 7,420,000 45,275,950 48,279,422 48,417,826

支出の部
H25
交付金

決算 収支

費目別配分案 管理担当 a当初配分 b追加配分 計a+b 決算 H24決算

教員 各教員 8,568,589 0 8,568,589 8,681,309 9,356,038
教育研究支援費 技術部 6,500,000 0 6,500,000 6,776,632 5,806,064
技術部 技術部 500,000 0 500,000 474,690 0
教育研究部 教育研究部 150,000 0 150,000 19,372 86,807
企画室 企画室 0 0 0 0 0
水道光熱費 事務 11,150,000 0 11,150,000 9,882,537 11,771,798
通信費 事務 1,355,000 0 1,355,000 1,206,909 1,329,020
旅費 事務 600,000 0 600,000 403,240 670,870
設備・備品費 事務 5,550,000 0 5,550,000 7,884,854 8,241,294
廃棄物処理 事務 800,000 0 800,000 862,370 809,812
複写・印刷費 事務 585,000 0 585,000 528,166 554,783
賃金 事務 5,300,000 0 5,300,000 5,156,212 5,120,909
委員会等 各担当 860,000 0 860,000 1,266,430 914,722
事務費 事務 1,000,000 0 1,000,000 1,373,974 1,245,299
その他 各担当 1,008,800 0 1,008,800 1,011,960 1,023,410
次年度繰越※ 1,348,561 0 1,348,561 2,750,767 1,487,000
合計 45,275,950 0 45,275,950 48,279,422 48,417,826

収入案

支出案
支出案 決算

 

 部  

H25 H24 H23 H22

科研費分 18,897,403 18,300,000 11,200,000 10,940,356

受託研究分 60,758,467 68,117,365 66,243,008 66,582,718

預り補助金分 2,100,000 4,700,000 3,300,000 1,700,000

その他 3,050,000 1,092,000

合計 81,755,870 91,117,365 83,793,008 80,315,074  
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1. 東大 の もと 機構の の す した

もの し は と の し も で る  
2. （農 等の ）と の の は 年度 属 の

で調 る  
3. は 機構 て る の の 機構の 等 して

ても機構 の研究 表 等で て る は ま  
 

 

 

             

 

 

４．運営諮問会議 

構成  

     本 （ 年度は ） 

    大学学  

     西東京      

     大学  
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   西   元 農 研究  

     元 （ ）農 研究機構  

 農学生命科学研究科 

研究科 研 

   機構 （機構 学 ） （ 機構 研究 ） （ ）

京 （ ） 機構  

研究科  （ ） （ ） 本 （ ）

（ ） （ ） （ ） 

 2013年7月1 （月）14:00-16:40 

 

機構 機構の 機構 研究 の現 と の 機構

の現 と の  

機構の研究 成 の の 成と の （ ）、

生態調和農学機構 る の た （ ）  

 

（ 本 、農 、 ） 

 

５．スタッフ会議・全体会議  

 

構成  

京 本 （ ） （ ） 

 月 として 19  

 機構の る と て 報 と  

 

 

構成  機構  

度  月 11  

 機構 での 等の と  

 

６．圃場施設利用委員会 

構成  ,

京 元 （ ） 

 （2013年 9月 30 ）と （2014年 2月 26 ）の年 2 て 時の 1

また の で  

 の する  
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７．環境安全委員会  

構成  、 大 、 、 、 本大、 、 、和 、

、 京 、   

 、 東京大学大学院農学生命科学研究科附属生態調和農学機構 、

と て、機構の する し、 の た て ます。

は 機構 、 は、 生 、 、 、 、

の の （ 等 ） 構成 、西東京 在する

生 研究 の 研究 機構の学生等も として して ます。

、 対象とした の 農 、

、 等 、 農

して ます。 

  の 学 機 、 も 機構の 研究 の は ま ま

で ます。 ての は あ て 成 する と のもと、 ま ま

の として し と する と の構成 の と し して ま

す。 

 

） 等 した  

  の し（5 6月） 

  対 の （5 6月） 

  る の対 （7月 ） 

  生 る る の対 （ 記 ） 

  る の （ 年） 

  の る の （ 記 ） 

  の の る （ 記 ） 

  IC る の で 等 る 態 た。 

  期 農 の し 、 て る した。 

 

する  

 

1.  

 し 

    1 （6/28、学生 時の での は 生 学 ） 

し 1 （11/13、 の ） 

        

2. 生 （機構で ） 

  4/30（65 ）、5/20（40 ）、6/12（4 ） 

  5/20（8 ） 

 の  9/17（10 ） 

  10/3（10 ） 

 等  10/23（13 ） 

 研  11/14 11/15（機構13 、機構 11 ） 
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 農 の 研  1/24（21 ） 

 機、 機等 時  3/4（10 ） 

 

3. 研 等  

 の 1  （研究科） 4/9（16 ） 

 の 2 （研究科） 5/14（11 ） 

 3 （東大） 6/3（1 ） 

 （西東京 ） 6/4（1 ） 

 学 等 （東大） 6/24（1 ） 

 機 等 （東大） 7/26（1 ） 

 1 生 （東京 ） 8/5 8/8（1 ） 

 東 大学附属農 研 （ 大学） 8/22 8/23（2 ） 

 機 （ ） 8/29 8/30（1 ） 

 機 の学生 の研 （ ） 9/9 9/10（2 ） 

 8 （東大） 11/6（1 ） 

 の （ の ） 11/27（3 ） 

 11 （東大） 1/10（2 ） 

 東京 農 成  1/22 1/23（1 ） 

 東京 農  1/31（2 ） 

 研 （ 本 ） 1/27 1/31（1 ） 

 （東京 ） 3/17（ ）（1 ） 

 

4.  

（ ）   11/14 西東京  生態調和農学機構、 は 対  

（ ） 生 （ と ） 

4/17 、農 、        し 

5/22 研 、         対  

6/12 学 、 学 、 調    対  

7/12 西東京 （ ）    対  

8/15 、 、        対  

9/17 農学 、 附属         し 

10/22  7号 11号            対  

11/26   、NEDO             し 

12/24  B              対  

1/24  A               対  

2/26  学生 、 1 3 、 5      し 

3/14  研究 本 （ ） 

 

5. の 生  

（ ） の （本 、 、 ）4月 

（ ） 生 の  4月 

（ ） 対 本 、 の  4月 

（ ） 平成25年度 研究  4/24（3 ） 

（ ）  5/20 



生  2013 

 

12 
 

（ ） 研究 25年度書  5/29 

（ ）  5/24 

（ ） の  5月、7月 

（ ）  6/11、11/11 

（10） 対 の  月 

（11） 学生 時の の し6 月 

（12） 東京大学 の  7/9（6 ） 

（13） 農 し 7/29、11/25、2/25 

（14） の  8 9月 

（15） 在 の 成と  10月  

（16） 時の の し 11/26 

（17） の  11/28 

（18）  1/24 

（19） し 2/21 

（20） の  2/24 

（21） 研究 生 のまと  月 月 

（22） 農   

 235 （ 農 234、 1）3/5 まで  

   5 （ 農 の ） 

  54 （ 農 の 1 ） 

  29 （ 農 22、 7） 

平成24年度  

 261 （ 農 の ）3/14 まで  

   4 （ 農 の ） 

  33 （ 農 の ） 

  12 （ 農 の ） 

平成23年度  

 442 （ 農 425、 8、 9）3/21 まで  

  90 （ 農 の ） 

  74 （ 農 67、 7） 

  31 （ 農 の ） 

の農 の する 、 で た でも

した。 

 

の  

   の の 学生も する と 、 生 る 等  

、 の 在 期 し する して る。 

   の し 、 の の した。 

   機構 の のた 研究科で機構 の し、 の  

た。 
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   生 の 、 る とで 生 成した。 

   機 の 等 し、 の た。 

 

）  

   の て、 て て る して と である。 

   る 対する対 で た。 

   機構 在する 機 等 て、 機 等  

て る。 

    

） 期  

   機構 の て、 年 機構 の と機構 の する  

する。 

   の と の る 学生 ての  

の と の 。 

   機構 る 機 等 て、 るととも  

して 。 

 

８．キャンパス整備 

西東京 （ ）の て 年度 農学生命科学研究科の

で した 2013年度は 11月 25 1 して の

た た した  2 して

の 成した。また 機構 る （WG） して

した   

東京 する 号 の て 、東京大学

は 2013 年 3 月 と した。また、 月、大学本 の

の て あ た。また、東京 も 等 の たので、2013 年度は

した。す 、 号 た。

の とも 、 、 調 した。 

、 の の て し、 WG の

て、 科学 する の して本 した。 の は

と て るた 、西東京 との で の た て 、

して、 大学 で る と 期 して る。 

  

構成   （機構 ）、 （ 機構 ）、 （ 学 研究

科）、 、 、 本 、 、大 、 、

和 、 、 、 、  



生  2013 

 

14 
 

 （ ）、 （ 研究 ） 

 、 、 、 本  

 （機構 ）、 （ 機構 ）、 、 、

生態調和農学機構 、 本 、 、

 

 （機構 ）、 （ 機構 ）、 、 、

生態調和農学機構 、 京 生態調和農学機構 、 本 、

、 、 本 、

、 本 、 和 、 （ ）、 （

研究 ）** 生態調和農学機構

 

  

WG:  

WG: 大 和  

WG   

WG   

  WG   

  WG   

  研究 WG  

京 本 （ ） 

  大 WG  大

 

  農 機 大WG  和   

研究 象 WG  大

本大  

  WG  大

本  

 

９．予算委員会 

構成  、 、 、 、 、 京 、  
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Ⅲ 技術部 

  

は、 時 “ る” 本 として の した。 
は、 研究 る 対する 対 構 と の

るた の研 である。 
また、 る は、 の る と と る。 は 報の

である と 、 の の と月2 の 調 、 の

て る。 
の は、 る 時の で、 の報 、 の 、

の と の と の て報 して る。 
調 は、 4 （ 1、 2、 、 ）と 3

（機 、 生、 ）の の 構成 として、 月 2
し、 2 の 報 と 2 の 、 の 等 て る。

するた 、 の 、時 の る して る。 
 

  研究 の  
研究 は、 の本 である。 本と る の の 、学生 る

としての学生 の と研究 の た。 
研究 の は、機構 時 、 対して する した。 は、

の もあ た 、機構 の 研究 た 、 として対 して る。 
1) （学生 ） 

の たる は、学生 である。 
て るのは、 し、学生 対して、 した と

た とである。 
は、 学期 4月 7月と、9月の の て 、 、 47 、 学期

10月 1月 て 19 、  9月 24 の生命 学 学 である。 の機構

の も、 農 学 （IPADS） の た。 
2) 研究  
研究 の は、研究 した で する と ま て る と

。研究 等 する と である。 
対する 年度の は、120 であ た。 

の も、研究 象 の も 、 の 、

の でも たと て る。 
 
  
1) ま  
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の として、 元の西東京 との で 学 、 学 の5年生、 対象

て る で、 年度も 3 成 の として て た。

と の 等の る機 としても である。 
2) 学生 の  

生 とする 学 の たもので、 年度は、

学 年生（3  7/16 18）、 学 年生（5  9/10 12）、 3 、機構

の した。 農 と 機構 の の ても と 期 しての である。農

の と 研究 の し、研究の 研究 した。 
3) 本 の  

本 の は7月 た。 で し、 の 、 学 の 、 の

た。 年度は東大 し 等の もあ た。 
4) と  
学 の 機構 て た た の し、 時 生 対

象とした の の としても て した。 調 学 の生 （ 調

学 の  東京）と し、機構で生 した た

と 、 の 、 の し し る と で た。 
 

 生 
の の と の である。 
として の した て る。 

1)  
で る 生した。4 の学生 て た。 は の

、 の 、 度 て するの して た、 の 生で 度 し た

た。対 としてと た とは、 と 現 で する

した。 農 の の するた の 、 の 、 附属

の の 、 時の の た。 
の は で た。 

2) 農  
農 の 、農 時の 等は 農 （ ） した。 

と は で た。 は、農 の 、 2 で し、 、 の

、 ては、 た。 は、 の 、

る の た。 
3) 機  
機 は と 、 のた 、 TBM の 、 の

て る。TBMの は の る は、 の 時 で 。 
の は、機 、農 と る て たもの

で、 は、 の 機 の 、 態の 、 の 学 の対 の
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報 するもの。 
4)  

対する で、農 の 、 、 の した。また、

では て た。 

5) 研究科 機 研 の  
 表記研 し、機構等の た。 の研 は研究科 の と

の した。11 月 14,15 機構 と 附属 11 した。 は

する 、 の 、 と対 であ た。 は構 、

した。 

6) 、 、 、  
 生の 本である の S 年度は た。 年度は本 とし、 は 月 で

、 、 調 、 した。また、 の の た。 
 農 の  
農 は、 年度も した。 
機構 る は、 学生 ある は の で した農 であ 、

として しては 。 農 （ ） する農 は、農 の

の 成と表 、 と、 の る して る。 
年度 した は、 、 （ 、 、 、 、 ）、 、 、

、 、 で、機構 で の 、 生 で研究科 学 の

た。また、 の も学 た。 
 

 研  

研究 の のた 研 した。 では 、

研究 するた 、 東 大学農 、 生 学研究 生 研究 、研究科

研 での研究 表 表 した。 する とで、 報 、 の

と の 対 で る る と 期 した。 

 
(2) 研  

 研  
  本  48 大  

科学  平成25年5月31 6月1  
、 （31 の ） 

 平成25年度 東 大学農  78 研究  
大学 平成25年8月1 2  

表 、和  
2 農 学の 、 、 、 、 、  
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 平成25年度 大学   
大学 平成25年9月19 20  

 
 平成25年度 学 研究科 表  

学 2号  平成25年9月20  
 

 本  平成25年度 2  
  平成25年9月26 27  
 、 、  

 平成25年度 等 研究 研  
附属  平成25年10月17 19  

、 、 、  
 平成25年度 大学附属農  期  

 平成25年11月4 6  
、 、和  

 GIS  GIS 研  
 附属   平成25年12月10 13  
 、  

 平成25年度東京大学 研  生 とした  
農学生命科学研究科附属    

平成26年2月4 6  
 

 生 学研究  25 生 学 研究  
  平成26年2月20 21  
 表 、 、 、  

 6 農学生命科学研究科 研  
農学  記  平成26年2月27 28  
表 、和  

表 （ 研究科 として 表）、  
農学生命科学研究科 2013年度 1   

農学 2号  平成26年2月28  
、 、 、  

 平成25年度 学 科学研究 生 学研究  
表  
学 2号  平成26年3月4  
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 研  
      平成26年3月22 26  
     、  

 
 

の農機の は 。 
 農学生命科学研究科  の  1  

農学 3号 4 大  平成25年4月9  
9  

 農学生命科学研究科  の  2  
農学 3号 4 大  平成25年5月14  

11  
  

西東京  平成25年6月4  
 

 東京大学 の  と の  
学 研究   平成25年7月9  

、 、 、  
 1 生   

東京  平成25年8月5 8  
 

東京  平成26年3月4 7  
 

 1 生   
東 生  平成25年8月19  

 
東 生  平成26年3月17  

 
 42 （平成25年度） 東 大学農  研  

機 対する 生  
大学 平成25年8月22 23  

和 、  
 機  

 平成25年8月29 30  
 

 研   
農学生命科学研究科附属  平成25年9月9 10  
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、  
 の の  

附属生態調和農学機構 平成25年9月17  
 

 の  
附属生態調和農学機構 平成25年10月3  

 
 農学生命科学研究科 機  、 研  

附属生態調和農学機構 平成25年11月14 15  
 

 の   
と あ 平成25年11月27  

、  
 東京 農  成  
 東京  平成26年1月22 23  
   

 農 の 研  
 附属生態調和農学機構 平成26年1月24  
  

 東京 農   
東京  平成26年1月31  

、  
  
 （ ） 
平成26年3月17 18  

和  
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 ( 和 ) 

平成25年度の  

（1）年度 の と対  

 

の  

   （ 、 ） 

  、対 した た （2cm の す て る）、研究

の A 1cm の した。 

の の の 対しては の本 し、 と の とる と

で対 した。 

  

 5号 の 対 の 、 た。 

 1号 5号 の して た た。 

  

（2）年度 た 生 た と対  

 

 る の 。 した 、 た。 

 年度の で大 てしま た の する。 

 調 機 の  

  、 は して と で る して る。 

 機  で対 。 年度 る 。 

 の の 、 。 

 

 年 の と 。 

  と の して た の 、 で る した。 

  

(3) の  

 で 。 

 。 

 

平成26年度  

 研 等 の  

 研究 の  
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2 （ ） 

平成25年度  

1. 年度 の  

1) の  

2) の  

3) の  

 

2. で た の  

1) の  

(1) の るた 、 の  

(2) の て（東大 5号） る 期 の  

2) の  

(1) の 、  

3) の  

(1) 期 の  

 

3. で た と の  

3) の  

(1) 度 の  

(2) 時の対 する  

 

4. 年度 生 た と の対  

1) の る  

(1) の の  

(2) する の  

2) 大 る の  

(1) の し 

(2)  

3) の る  

(1) の  

 

5. の す  

1) る生 の の  

 

6. 平成26年度  

1) での学生の の  

2) 研 の て の  

3) 研究 の   
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 （ ） 

平成25年度  

（1）年度 の  

の の 月の て、現 調 対

する と で 、現 調 の 時期 と て る。 

（2） で た の  

し 

（3） で た と の  

の現 調 対 の て る ては、

して であるた 年度 する と で た。現 調 の 時期

ては、対 の まで 期として る。 

（4）年度 生 た と の対  

    

（5） の す  

7月23 24 本 の した。 

本 て る の 対 した。（

東京 本大学 学

） 

の は、東京大学成 東京大学 MTA（成

書）の して す ととした。 

（6）26年度  

の 研究 

して の調 、 報の る。 

る て生 （ ）としての の 研究 。 

の た （ ） る のある て  

する。 

の  

、 。 

の 学 表 の 、 る。 

本 本 本 の  

本 の の と 本 の 。 

研究  

する る 対 する。 

て 学 対 する。 

26 年度 る した て、 の の

。 
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 の 、 の 。 

の  

本 の て、現在 して る の して る。 

本 る の て対 する。 

本 の 。 

東京 て る て として 。 

て 対 。 

本 49 大 て研究 表する ( 表 は

と る ) 

研 研究 する。 
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  ( ) 

2013年度の  

（1） 年度 の  
 学 の 、 ある。 
 て る。 
 年 、 での 。 

 

（2） で た の  
 学 の 、 ある。 の 、 る 、

で した。 
 て る。 での の 、 と

した。 
 

（3） で た と の  
 年 、 での 。 ては、 の と

の 等 、 大 た 、成 た。 

 

（4） 年度 生 た と の対  
 の 等の 、 の 現象 る 、 る

生した。 で し ものは た。 
 の の 7 8 月 、 の は、 での し、

ま とる た。また、 年度 する 、

した。 
 、 の の の 等の た。

した。 
 

（5） の す  
 2014年2月14-15 の大 る  

学 、 、 5本  
研究、 で る あ  

、 の の の で る。 
      の で る。 
      3  

 表 の  
 GIS し、 と 本 の 成した。 

 

2014年度  

 する。 
 の （ の 等） 
 調 （5年 と 、 ） 
 る の （ 研究  4年 ） 
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機   （ 和 ） 

平成25年度の  

 本年度の  
 期 （ 本 月 ） 
 機 の 、 時対 、 対  
 機 時の機  

 
 年度 の と対  

 機 の  または  
7号 （MF135）の  

EG225  
EG65  

機 （ 、 ）、 、

、 、 、 、 、

 
 

機 機、 、  
 機 の の  、 機 の  

、 、 、2 、 、  

 
6号 、   

（AF120） 学研究  
 

 年度 生 た と対  
 機 の 等  

、 、

、 機 等、JD 、 、

、 等、AF120 平 、

、 、  
 機 の 対   

 
PTO 等 

  で  
の た。 る る 機 の る。 
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 の す  
 の し し（4月） 
 の し し（5月 11月 2月） 
 の 年 月の と る 1 年 。 も 月の

。  
 成 機 機の  
 の （NV350） 

 
 年度の  

 期  
 機 の 、 時対  
 機構 た機 の  
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生  （ 和 ）  

平成25年度  

（ ） 本年度の   
 期 ( 月1 ) の 、 の て  
 の 成 と、 の る  
  
  
 、 の 期  

（ ） （ ） て 成で た  
 の構成 での 対する で た 
 現 で て ます と で た 
 の した 
 の し、  
 年末 、 の大  

（ ）  （ ） て 成で た  
 は、 と た 、と は し  

で る す 
 と と る 、 は る して して ある  

た の で する 
 

（ ） 年度 生 た と の対  
 学生 での学生の 生した。 の で の する の は

（ 、 ま もの る ） と の と の  
 
（ ） の す  

5/20  
 

生 の の  

H26年度  

 期 の （ 月1 ） 
 の 成  
 7月 10月 2 度（ 1 は 学 ） 
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  （ ） 

（ ）平成25年度の  

 期 月1 、2月は  
 学 学 の研  
 本 研 農学生命科学研究科  

研 の 報  
 

（ ）年度 生 た  

  の学生の る 月 生 

  機構 で の 、 の のた 2  

 

（ ） の す  

東 大学農 の研究 で2 表（平成18年 ） 
大学 で  
大学附属農  期 3 （ 年2 ） 
生 学研究 の生 学 研究 で 4 表 

年度 、2 の の （ ） 
 

 ( )研  

は 研  

学 研   15  23  

（ した研 は ） 

学 研   35  28  

研   2   5  

 

（ ）平成26年度  

東京大学 学 研 （ 期 期） の  

東京大学 （ ） 研 （ 期） の  

東京大学 研 （ 学 研 ） の  

（ 学 研究科 ）の 表 の  

農学生命科学研究科  研 の  

大学 研究 での研究成 等の 表 

本学  科学研究  研究 の  
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Ⅳ 研究活動 

 
１． 研究の概要 
 

生態調和農学機構の のもと、 、 、 成 、農 と の

究 する 報 研究 、生態 する 、農 生態

の 究 する農 生態 研究 、農と生態 の 生 機

と して究 する生 研究 研究 して る。 

の で の 、 生 元 生 と

した し 対 する 度

農 す る農 生 の

と 農 の の する研究

て る また 農 報の ま ま 研究も平 して

て る また

とした との も で る の研究 と し の

研究 し 生態調和 農 する と と て る  

 

２． 主要研究課題 
 

農業 

 る する研究 
• 農 る 生 のた の  
• と す  
 機 る 生 の  
 機 農 年 の て は する  
 する研究 
 る 時の 和 
 の る する研究 
 と し の 研究 

農業生態  

した る 生 元 の  
生 と した し の する研究 

る 生 の する研究 

農 る 生 た 生態学 研究  
本の の る もた す の  
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る生態 の する研究 
東京大学 研究 と農 の  

生 する たす の  

農 る と 生 る農 との の  

る農 生 る の  

の 現 た のあ する研究 

動・環境 動  

 の する する研究 
 の 生 る の生 生態 と する研究 
 度 での の生 する研究 
 る農 生 の構  
 東 本大 る の と  
 （Cs）の の する研究 

の安全安  

農 の の の と  
・  

 農 する研究 
 農 （農 機 農 ） する研究 
・ 研究 

 生 と する の する研究 
 の した する研究 
 の生 する研究 
 の の の 態と機 の と する研究 
 農 の生 の する研究 
 である Rosellinia necatrix の と生態 する研究 

 の 機構 する研究 
 の Raffaelea quercivora の と 科 の との

する研究 
 する研究 
連携 一部  

 東京大学 研究 と農 の  
 農 のた の 報 の  
 YMC る 農 の農 の する研究 
 る の 態調  
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３． 主要課題概要 
 

  

 

する研究 

研究 （D3） 本（D2） 西  

研究の の で る の

の の 等の 生

る 態 研究 年度は

でも の する と する

る DTSM て 度で した時 度で

と した また 時 の する し 期

の の 度 で る と した また

る 生 も て

する した  

 

農 のた の 報 の  

研究 Sudhasan （東大） 平 （農研機構）

Adinarayana Merchant Dsai（ 科大学） （ ） 

研究の 本研究は 度 の農 し 報

と る とで 象 と た

の 態 生 の 農 とする 態 し

の の で る の た 年度は

と し の生 し て での

し の の する た  

 

る農 生 の構  

研究 西 （東大農） （農研機構） （農 研）

（ 大） （ 農 研） （ 農 ） 

研究の 象 等 して 象

と する 3 度 し

元 の と する して して農 での も した

（ 時期 ） での

現するた の農 生 する 農 のた の

象 の まで した の

の の 農 生 の
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る で構成し d と e する 年度は d では し

するた の するととも 象 る

機 も して と 月 までの て で る した

る も て した また e では で

の 時 し の 度 現した 報は

の る  

 

YMC る 農 の農 の する研究 

研究 西 （ 研究 ） 本（D2） （M2） （NPO ）

（京大 ） （ 大生 ） （農研 ） （東農大） Hoa Mai Vu

（ 農 農 ） 

研究の の ので る学 して農 する 構 する

もは して する の ると る

と で する して 本の も の

も 平 する 在 る とで 度 する と

また もは としても機 し の 象 （ と ）等

し の する 年度 年度 て 対象 2

大して 2 期で した  

 

機 る 生 の  

研究 (M2) 成 （ 農研） （ 農研） 

は で生 するのでは 、 の の生 生 と し

生 して 、 機 では の る とで の生

て る。 、 の では - 生 て ると て

、 生 生 、 、 生 の の の

生 して る と て る。本研究では、 機 の 生

の 構 と し 機 る 生 の した。 

 

    

 
農 する研究 

研究の  る あるの 対し、農 の

生 は 10 年 の 期 た て年 390 で して （ 7 は農 機

）、農 は も とも る 態である。 、農研機構 生研 では

農 報 では、平成 14 年 6 月 10 年 月、 農
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し、 て る。 の る 報 の

の する とで、 農 す と と

し、 した し、 て る。 
 

農 （農 機 農 ） する研究 
研究 東大  
研究の  農 機 では、農 する農機 等の し、 す

る と て、農 農 機 とした農 て、 と し

も て、 の の では 、 の で

ある生態調和農学の も と て る。また、農 では、農

する 農 等の 期の 科書 し、 記 て

る の 等 現する と 、 時の の て る。 年度は

年度 、 て る の て、1/2000a
の た 、 時の の 報 の た。 、 の

では、研究 である の の 度の 研 する とで、

の農 の る とも として る。 
 

    

農 の の の と  

研究 大 和 （生態調和農学機構）

大 西 （農学生命科学研究科） 
研究の まで 農 の の する 研究は ある の

て 対する 成 て る とは

した て 本研究では 農 の の の し の

対する Web 調 し

の と として研究 して る  
 

農 の生 の する研究 
研究 （東京農 大学） （ 大学） 平（ 大学）

（ 大学）  Wolfram Spreer, Vicha Sardsud, Wanwarang Pattanapo（Chiang 
Mai Univ., Thailand） Marcus Nagle, Joahim Muller（Hoenhim Univ., Germany）Bart 
Nicolai, Marten Hertog (Catholic Leuven Univ, Belgium) 
研究の 対象とし の生 の

の 度 の とし 生 までの の する

し し の 対する

生 （ ）と （ ） す する
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の成 の生 生 すととも 対

て する  また の した

の の して 調 る

研究 して る は て （ 度 度） ととも

時 と する の農 の と した

の構 て る の の 度 る

学 の の 対して た

の としての 成 す  
 

の 生 る の生 生態 と する研究 
研究 （ 大学） 大  （ 大学）

（ 大学）  （ 大学） （ 農 研究 ） 
研究の ては の と の の であ

る の の も ると て る。本研究では の

の との の するととも の 成 （

大 ） 生 成 （ 現 成 ）

（ ） 対する の 調 の 生 る

の 科学 して る。 の て る

での の し 生 生態 と して

る。 
 

  ま   
 

生 する たす の  
研究 学生 、 (東京大学)、 （農 生 研究 )、

(東 大学) 
研究の は 生 して 、 の は 属(

) 、 の 元 は 科( ) して る。 属

る 平 の 度は し た 、 る た 、

た は してしま と た。 した は、 の

生 する 、 の る と 、 元

生 する する た。 した の

DNA た の 等 した。 
 

農 る と 生 る農 との の  
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研究 学生 ( 大学)、 ( 大学)、大 ( 大学 1
年)、 ( 大学学 4 年) 
研究の では農 、大 と する る

と 生 る も と る 、 等の 生 る農

。 の の 1 として、農 する 、 と

た 生 の として 、 生 る農 大 て

る た。 で本研究では、 の て 対象

調 、 の して農 機構 した。 調

の の 、 るて の は、 、

、 する

る と た。 
 

る農 生 る の  
研究 学生  和( 農学 大学)、 ( 研究 )、 (

研究 )、 、 ( 大学学 4 年生) 
研究の  の農 東 対象 、 る農

の した。 の ( ) (農 ) て

の し、 の 報 て の した

、 農 ま る は農 の で も 農 2km ると

た。 、 の C N た の 1 年 の

て る C4 ( ) した 、農 4km
た で た も の た。 の 、

は農 で る時期 の 農 し、 の時期 は と

大 する た。 
 

    

 

の 現 た のあ する研究 
研究の して する 、大 、

との の し 、 て する と て

の 機 した。 る の 対して する 、

の との は であ た。 生の で

ある 生 の て と する とで、

まし し る と た。 する機 は 機

機 ので、 は NPO の ある 度

て るの まし とも た。 
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る の 態調  

研究 学生 （ 大学） 
研究の 生 は 2020 年まで 50 の 現 して る。

現 は る の である 、 る

は生 して た 、 度 て す て る。

で 1980 年 して、 の した て る

し、 の の 対する するた

の 態調 た。 
 

 本 大  

 

の 機構 する研究 
研究 学生 （ ） （ 大農学研究院） 平 （

） 
研究の 対する するた 、 ‘

63 号’と ‘ 1 号’の 、 での 、 の

て調 して る。 て る ると、 1cm では、

して、 と で は た。 まで調 て た

‘ 73 号’では の して た 、 と

ると、 63 号では で た。現在、 る の

である。 
 

の Raffaelea quercivora の と 科 の との

する研究 
研究 学生 （ ）、 （ 研究 ） 

研究の の る Raffaelea quercivora（ ） 科 8 の

し、 の す した。 は であ ても対 も 大

成した 、 は 対しての であ た。

は も 、 て は し た。 の

は 度であ 、 の は であ た。 、 属は でも

大 す 、 科 は 対しての 大 す

と である。 
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した る 生 元 の  

研究の 年 生 の る 生 て の した 生

元 て る。 した 元 は 表 元 として

て た。し し 生 の 成 対して 生 元

は て 。 で 生 の 生 である と 生

て る 対象 と た 元 た 生

元 の た研究 した。 
 

る生態 の する研究 
研究 本 （東京農大） （京大） （ 大） （ 大） 

研究の 現在 では の で 生 る て

る。 て 年では 生 生 としての機 する とも る

生 の として ある。本 では て 生

する するた の 生 の する

る と として る。 の は する 対象

する し する

る とである。 
 

農 る 生 た 生態学 研究 
研究 大 （東大） 大 （東大） 本 （東大） 

研究の 本研究では た （ 生 ）で大

し 構成する の の生態

した で の 元 元 する

の 学 報 構 する と とする。 は の の

大 する。 
 

生 と した し の する研究 
研究 （東大） （ 大） 

研究の の では まで した て た。 成の

る た の の は と で と て る。また

の とするた は で で とした

て た。 の は 農 する の であ

る。本研究では の の の で 生した の調 の

学 生 の の 調 の の調 生態調和 の生

た る と とする。 の は の 態 する
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とである。 
 

本の の る もた す の  
研究 （ 大） （ し ） （ 大

学 等研究 ） （元東大） 大 （東大） 
研究の 東京 対象 と の る

の と もた す する。 
 

機 農 年 の て は する  
研究 和 （東大） （東大） （東大） （ 大）

和 （JIRCAS） 成 （農 研究機構） （農

研究機構） （東大） 
研究の の 年 の 機 農 、 、 、 、 生 生 、

の したの の 機 農 の 、 、 、 、

生 生 、 の すの する と として る。

の は 機 農 年 の て は する する とである。  
 

 本 平  
 

である Rosellinia necatrix の と生態 する研究 
研究  （農研機構 研究 ）  

研究の  の 属する 属（Rosellinia） ては、 対する

もた 生 の して たと る。 の の

するた 、 して 学 記 と とと

も 、 は とする の て調 て る。 
 

  大   

 

（Cs）の の する研究 
研究 （生態調和農学機構）、 西

大  （農学生命科学研究科）、 和 （

農 研究 等）、 （農研機構 研）、 東 の  
研究の の Cs の 態 て する。 て

の Cs の 年 の 、 Cs の の と での

の して、 の とし、 度 の す。 
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度 での の生 する研究 

研究 （生態調和農学機構） 
研究の 度 での の生 の 生 、 成

の する。 での 成 の 、 の の

し、 での 生 の て する。 
 

の生 する研究 
研究 （ 大学 科学研究科）、 （ 農

農 ） 
研究の の する で、 で

と た の 生は る。 で、

て の 生の 現 るととも 、 の で る の と

とする。 

 

    

 

する研究 
研究 学生 （農研機構） 

研究の は、 の する と

で、 る である。 で の て たた 、

の 等で 、また る で る

した。 の 、 の でも、また る でも た。また、

で て た 、 でも し

た 、 期生 ま 、生 期 る と した。 
 

の る する研究 
研究 学生 （農研機構） 

研究の 生態 では の の した て の と

の する。 は の の るた の 時

する である。本研究では の る機 （C4 、 、 科

） た。 年 の の

の の て の の

る 調 した。 は て の で

した。し し て で 大 る とは た。また

と の しては る は た。 
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る 時の 和 

研究の の 時 は 生し、 では し 期生

する。 で、 時の 和するた した 、 で大

た。 る の は での る と

の は の して る ある で る

対する の した の で の

る あるものの の は生 時の 大 る と

た。 
 

  和   
 

の する する研究 
研究 学生 研究 （ 農 研究 ）、平 研究

（ 研究 ） 
研究の 年の 、 る の て る。 時

、 の ると る し、 として る

と 報 て る。 した の 対して、 時 調 し、 の

る の である。本 では、 の し 時 する とで、

で る （ ） て して る。本年度は、 の 度

て、 研究 象 で調 した。 の 、 度

る した 、 までの まる と た。 は、 の

し、 時 調 する の て 。 
 

生 と する の する研究 
研究 学生 （ 大学）、 研究 、 究 （東 大学） 

研究の 生 もた し、 る 生 て て

る。し し、 の は、 て 、 ては、生

する も る。 生 農 現 して た は、 との 機構

する ある。本 では、 生 構 する の する と

として る。本年度は、 大学 科学研究 研究 し、 た。

は、 研究 の して、 て 。また、東 大学との 研究では、

Azospirillum sp. B510 の する の た まと 、

して た た。 
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の した する研究 
研究 学生 研究 、 研究 （ 農

） 
研究の 生 の調 として て た 、 の生

る て て る。 と で生 てる

は、 した る と である。 は、 の し、

年 の 大 で る である。現在の は、 で

て る の して る 。 のた 、 本の

、 、 の と 現 では て る。本 では、

、 の る の して る。本年度は、

農 、 して た た。また、農 生

研究 、 して た た。 は、

と の 、 て 。 
 

    

 
と し の 研究 

研究 、 （東京大学） 
研究の 生 と し の するた 、

農 で 科 年生 の た。す 、 の

で と、 の で で る と した 、

の で の 大 と と た。また、 の 年

のた した する とで、年 も

する と で した。また、 と 本で と

の 調 し、 との した。 
 

東 本大 る の と  
研究 、 、 生 、 （東京大学）、大和 、

（ ） 
研究の 東 本大 で した の で、 である

と の した。 の 、2 年 は、1 年

生 た。また、 の で した の で

も、 と 2 の の した。た し、 の 、 の 、

の あ たた 、 は しも た 、2 年 の

る と で た。また、 研究 の て、 た の と

して、 も した。 
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の の の 態と機 の と する研究 

研究 、 （東京大学）、 （ 大学） 
研究の る の 態と 成 の る て、 の研

究 、また 研究の成 し した。また、 の成 して

の 調 、 生 との した。 の

て、 の 構 の との て した。

した する研究成 して、JX
農 研究 と で た。 の研究 て、 の

て た。 
 

東京大学 研究 と農 の  
研究 和 、 、 、 （東京大学）、 （ 大学）、

（ 大学）、 （和 大学）、 （ 農学院）、 （ 大学）  
研究の で 生 するた 、 研究

し、 の し、 して

の ととも 、 して て る。また、

るた の するた 、 の して る。 、

研究 の て と農 する 、農 の も

して る。 の 、 、 、生態 生 する 研究 、

と農 の の して る。 
 

    

 

と す  
研究  （農学 ） 

研究 ては、 の したと る と、 たと

る と あ 、 の は である。 で、 と 生

て、 と し 、生 と の の て した。

また、 の の生 した。 の 、

の する も 、 の 態 す と と 、

は の 構 の 生 の して る と で る

。 
 

る 生 の する研究 
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研究  元 元 （京 大学）、 （農学 ） 
研究 期 期 は る と として生

した 態で の と と まし 本 は の現 ても研

究 ても の する 。 本 した の するた

る 生 の と の て る と とする。

2011 年 6 月 する 対 とし （ ） （ ）

る 対 する る 6 年 の 期 （ 3 年

と 3 年 ） 生 、 生 （ 度） 生（ ） 生

態 （ 生 と ）の 調 する。 
 

農 る 生 のた の  
研究  西 和  

研究 学 る 生 と の のた の研究 (3MBC 号 )
で て る。3MBC 号 では 度の る て の

するた の と、 時 の 成 て る。 
 

東 る 態の の  
研究 学生  、京 大学、東 大学、 研究  

研究 る では、 と す の と 、

度の の 態も し する と る。 で、ま の

、 の 、 る 度 の する生 生態

すると 、現 で 成 て る て 。 までの

、 の 成 大 る で 、 たして る

と たた 、 の の 在 と 態と る との して

た。し し 、 の での も大 である と

と て た。 
 
４．研究業績 
 
(1) 生態調和農学機構の研究業績 

 論文 

1. Fukuda, S., Yasunaga, E., Nagle, M., Yuge, K., Sardsud, V., Spreer, W., Müller, J. 2014. 
Modelling the relationship between peel colour and the quality of fresh mango fruit using 
Random Forests, Journal of Food Engineering, 131: 7-17. 

2. Wei Guo, Uday K. Rage, Seishi Ninomiya (2013) Illumination invariant segmentation of 
vegetation for time series wheat images based on decision tree model.Computers and 
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Electronics in Agriculture, 96, 58-66.doi:10.1016/j.compag.  
3. 平 , , , , 時 , , 本 , ,  , 

, , , Adinarayana J., Sudharsan D., , , （2013）
の 農 報研究 20:60-70. 

4. Kato, Y., Tajima, Y., Homma, K., Toriumi, A., Yamagishi, J., Shiraiwa, T., 
Mekwatanakarn, P., Jongdee, B. (2013) Root growth response of rainfed lowland rice to 
aerobic conditions in northeastern Thailand. Plant and Soil 368: 557-567. 

5. Matsunaga SN, Niwa S, Mochizuki T, Tani A, Kusumoto D, Utsumi T, Enoki T, Hiura T. 
2013. Seasonal variation in basal emission rates and composition of mono- and 
sesquiterpenes emitted from dominant conifers in Japan. Atmospheric Environment 69: 
124-130. 

6. . 2013. る と の . 本
学 , 84, 171-174. 

7. Kae Miyazawa , Masae Takeda , Toshifumi Murakami and Tohru Murayama. 2014. Dual 
and triple intercropping: potential benefits for annual green manure production. Plant 
Production Science, 17, 194―201. 

8. . 2013. る の生 . 本 学 , 84, 
455-461. 

9. 西 ま * 和 . 2013. る

（Vulpes vulpes）の 生 対する の の 構

の して. 科学, 53: 301-310. (* ) 
10. Okami, M., Kato, Y. and  Yamagishi, J. (2013) Grain yield and leaf area growth of direct-

seeded rice on flooded and aerobic soils in Japan. Plant Production Science 16(3): 276-279. 
11. Sato Y., Kamiishi C., Tokaji T., Mori M., Koizumi S., Kobayashi K., Itoh T., Sonohara 

W., Takada M.B., Urata T. 2014. Selection of rub trees by brown bears (Ursus arctos) in 
Hokkaido, Japan. Acta Theriologica, 59: 129-137. 

12. 2013 農 するe-
の と学 の の 農 研究 48(3) 121-129  

13. Sekiya, N., Shiotsu, F., Abe, J., Morita, S. 2013. Distribution and Quantity of Root Systems 
of Field-Grown Erianthus and Napier Grass. American Journal of Plant Sciences, 4: 16-22 

14. D. Sudharsan, J. Adinarayana, D. Raji Rddy, G. Sreeivas, S. Ninomiya, M. Hirafuji, T, 
Kiura, and K. Tanaka (2013). Evaluation of Weather-based Rice Yield Models in India. 
International Journal of Biometeorology (Springer), 57 (1), 107-123. 

15. 大 和 2013 した

の （ 5 報）- る 137Csの
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て- RADIOISOTOPES, 62（7） 455-459  
16. 大 2013 した

の （ 6 報）- の137Cs 度の の の す

- RADIOISOTOPES, 62（8） 533-538  
17. 大 西 大 2013

した の （ 7 報）- の Cs 度の 2 年

の 時 - RADIOISOTOPES, 62（8） 539-544  
18. Takemoto S, Masuya H, Tabata M. 2014. Endophytic fungal communities in the bark of ca

nker-diseased Toxicodendron vernicifluum. Fungal Ecology 7:1-8.  
19. Takemoto S, Nakamura H, Tabata M. 2014. The importance of wild plant species as inocul

um reservoirs of white root rot disease. Forest Pathology 44:75-81. 
20. A K. Tripathy, J. Adinarayana, D. Sudharsan, S. N. Merchant, U. B. Desai, K. 

Vijayalakshmi, D. Raji Reddy, G. Sreenivas, S. Ninomiya, M Hirafuji, T. Kiura, K. Tanaka 
(2013). Data Mining Techniques for Agriculture Pest/Disease Prediction. Journal of 
Computer Information Systems and Industrial Management Applications (MIR 
publications, USA), 5 (2013), 427-436. 

21. Yamada S. Kitagawa Y. Okubo S. 2013. A comparative study of the seed banks of 
abandoned paddy fields along a chronosequence in Japan. Agriculture, Ecosystems & 
Environment 176, 70-78. 

22. 本 （2013） た の 構成 の 期生

する 研究. 本 学  39, 33-38. 

23. Yano T, Ohara M, Matsubara K, Tamanoi A, Araki T, Yasunaga E,  Kitano M. 2013. Effect 
of light condition on water and carbon balance in Satsuma Mandarin (Citrus unshiu 
Marc.) fruit. Environmental Control in Biology, 51: 49-56. 

24. Yasunaga, E., Takata, D., Oshita, S., Tanoi, K., Nakanishi, T., Ninomiya, S., Kobayashi, K., 
Radioactive Nuclides Behavior in Fruits Tree and Soil after the Fukushima Accident, 
Proceedings of AFHW2013, 2013. 

25. Yasunaga, E., Fukuda, S.,Yuge, K., Sardsud, V., Spreer, W., Wanwarang, P. 2013, 
Comparison of postharvest quality changes of export mango fruit from different harvest 
sites in Thailand, Acta Horticulturae, 1006: 423-428. 

26. Yasunaga, E., Fukuda, S.,Yuge, K., Sardsud, V., Spreer, W., Wanwarang, P. 2013, 
Comparison of changes in post-harvest quality  deterioration of mango fruits between 
Thailand-Fukuoka and Okinawa-Fukuoka transportations, Acta Horticulturae, 989: 221-
224. 

 
 ・  

1. 平  2013. （ 科学 科書 等学 農 科 ）. 
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. 東京 
2. 本 本 本 . 2013. 農 機 （

科学 科書 等学 農 科 ）. . 東京 
3.  2014 の 機態 の する . 農 大

25 号, 農  
4.   2014. の研究の 7. 研究 . 東京  
5.  2013 の 研究 農  農  

 vol.6 の . 農 . 東京. 
6.  2013 14 る農 報 の研究 農

と 成 農 東京 p295-320. 
7. Takata, D. 2013. Distribution of radiocaesium from the radioactive fallout in fruit trees. p. 

143-162. In: T. M. Nakanishi and K. Tanoi (eds.) Agricultural implications of the 
Fukushima nuclear accident. Springer, UK.（4 月 4 ） 

8. 本 平. 2014. Rosellinia necatrix Prillieux. In:  (ed) の

（ ） の 属と 態 . 大 . 東京. pp 29(Plt.1.71), 162-163. 
 
 説 

1. （2013） の 態 る の研究 22(1): 9-17. 
2. （2013） の研究

本 学  92(7)562-570. 
3. （2013）東 本大 る の 生 農  

88(9):895-900. 
4. （2013） の 成 る の研究 22(3): 111-118. 
5.  和 大  大

2013 期 た の の の の

農 研究報 対 号 1 xxx  
6. （2013） で て る の （Spartina 

alterniflora）の と 農  88(5):545-550. 
7. 2013 の − る−

65（12） 2-6  
 
 説 事等 

1. 本 大. 2013. . （東大）54: 157-190. 
2. （2014）農 の る現 して 生 と生 調

の 本 農  2014 年 2 月号, 44-47. 
3. 西 （2013） の農 た と て、 と  52(8), 
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684-689, 2013-08. 
4. 本 平. 2013. の して 生 と 生 る  

(419):12. 
5. 本 平. 2013. 生 のはた の で 本  

(428):20-21. 
6. 2013 大 (6) ます  の 2

1546:54−55. 
7. 2013 大 (7) の大 対  の

3 1547:42−43. 
 

 学会  

1. . 2013. の

の  る生 と の 態の . 38 研究 , 西

表 （ ）. 2013 年 5 月 17 18 . 
2. Chen, H., Yamagishi, J. and Kishino, H. 2014. Baseline fertility connects crop yield and 

soil.  83( 1) 
3. （2014）機 学 る 時 時 対

の 学研究16 1:144, 本 学 125 3月21  
4. （2014） する でも DSTM る 時

の の 学研究16 1:78, 本 学 125
3月21  

5. Wei Guo and Seishi Ninomiya (2013) A preliminary study on paddy rice segmentation 
from time series field images with complex background, 3rd International Symposium on 
Biological Shape Analysis, Tokyo, June 14. 

6. Wei Guo and Seishi Ninomiya (2013) Robust segmentation of crops under natural light 
condition, APAN36, Daejeon, August 15. 

7. Wei Guo and Seishi Ninomiya (2013) Vegetation segmentation method for time-series 
rice images taken under natural light conditions, SICE2013, Nagoya, Sept 15. 

8. Wei Guo and Seishi Ninomiya (2013). Evaluation of dynamic characteristics of crops by 
using time series images taken under natural light condition, Phenodays2013, 16th-18th, 
October,  at Vaals,  The Netherland, 2013. 

9. Wei Guo and Seishi Ninomiya (2014), Phenotyping of paddy rice based on time-series 
images in outdoor fields, IRRI CESD seminar, at IRRI, Los Banos, Philippines, 4th,March, 
2014. 

10. 本 大 （2014） pH 生 する在

の 生 す . 本生態学 61 大 . 2014 年 3 月 16 . 
, . 
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11. 本大 . 2013. の の 対する

の ― 月 の ―. 学 18 大 . 
12.  ま 和. 2013 年 3 月. 

た の の と の の . 本生態学 61
大 ( ) 

13. H. Hosono, E. Yasunaga. 2013. Do Japanese still worry about radiation contamination in 
foods? -Two years after the accident, an implication for the reconstraction of agricultural 
sector-, the International Symposium on Quality Management of Fruits and Vegetables for 
Human Health (FVHH2013). 5-8 August 2013, Bangkok, Thailand. 

14. 大 大 本 本 （2013）
の の て るのは . 本生態学 60 大 . 2013 年 3 月 7

. . 
15. . 2013. の る の . 学研究 12, 414. 
16. . 2013. る の . 本

学 59, 132.  
17. , , , , ,大 （2013） した

の , 学 2013, 9 月 9-12 , 大学,2013. 
18. 本 生 （2014） る の

て. 本 学 , 2014 年 3 月 29 . 大学, 東京. 
19. 本 （2013） 生 する 属 の

. 本 学 , 2013 年 4 月 13 . 京 大学, 京 . 
20. （2013） 時 の 農 報学 2013年 東

京 5月15  
21. Seishi Ninomiya (2013) Service Innovations  for Smart Agriculture SRII2013, Bangkok, 

Sept 16. 
22. S. Ninomiya, M. Mizoguchi, A. Tanaka, T. Hoa, Y. Mori, T. Takasaki, Y. Okano, K. 

Kameoka, S. Togami, H. Yamamoto, Takezaki, R. Ikeda, R. Ishida (2013) Youth Sensors 
for Sustainable Agriculture, Proc. EFITA/WCCA2004:CD:504-509, June 26, 2013, Torio, 
Italy. 

23. Seishi Ninomiya (2013) DSS Implementation updates, WMO CAgM Meetings, 8 Nove, 
2013, Jeju, Korea. 

24. （2013） での て 36 412 研

究 11月27  
25. （2013） る の 178 農

12月13  
26. Seishi Ninomiya (2014) YMC Viet Agricultural Perspective, The 3rd Vietnam-Japan 
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Workshop on Youth Mediated Communication, 7, Jan, 2014, Hanoi, Vietnam 
27. Seishi Ninomiya (2014) Development of decision support system for optimal agricultural 

production under global environment changes, Proc. GRENE-ei 3rd International 
Workshop on Climatic Changes and Evaluation of their Effects in Asian Monsoon Region: 
64-65, March 17-19, 2014, Kuta, Indonesia. 

28. 西 （2013） る の て、 本

学  
29. 西 （2013）農 報学 年 ? の ?、

の と 、東京大学、5 月 15-16 、2013. 
30. 西 （2013） る 178 農 12月13  
31. Kazuhiro Nishioka (2013) Non-destructive method to measure the volumetric water 

content in woody branches as an indicator of water stress. SICE 2013 Annual Conference, 
Nagoya, Japan, Sep 14-17, 2013. 

32. Kazuhiro Nishioka (2014) Evaluation method of cassava productivity using improved stem 
heat balance method, Proc. GRENE-ei 3rd International Workshop on Climatic Changes 
and Evaluation of their Effects in Asian Monsoon Region: 84, March 17-19, 2014, Kuta, 
Indonesia. 

33. （2014） の る 
の と生態 の 年 . 本生態学 61 大 . 2014 年 3 月 16 . 

, . 
34. 大  大 ま  . 2013 年 3 月. の農 る

大 る の . 本生態学 61 大 ( ) 
35. 月 平 成 2014 の

て 125 本 学 大  
36. . 2013. と の の

. 38 研究 , 西 表 （ ）. 2013 年 5 月 17 18 . 
37. . 2013. の る

（ と ）の . 本 学 236 , ****, 2013 年 9
月 10 11 . 

38. . 2013. の る の 度

と 研究学 . 39 研究 , （ 研究  研究

）. 2013 年 11 月 9 10 . 
39. 大  和 ‘ ’ る

の の て 学 平成 25 年度 大 大学

2013 年 9 月 学研 12（ 2） 333 
40. 本 平 生 本 . 2013. の

の の . 学 18 大 , 本大学 . 2013 年 11 月 24 . 
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41. 大 , 成 , , , 究, ,  (2013) 機

る 生 の （ 表）, 本 機農 学 14 大 , 
, 本, 12月 7-8, 2013. 

42. 生 本 （2014） 生 元 て 時期 生

の す . 本生態学 61 大 . 2014 年 3 月 15 . 
, . 

43. 本 （2013） は 生 元の として . 本生態学 60
大 . 2013 年 3 月 7 . . 

44. 平 ま 東 平 . 2013 年 3 月. 
る の 大 の る の . 本生態学

61 大 ( ) 
45. K. Yamamoto, S. Ninomiya and T. Kameoka (2013) Image Analysis System for the 

Evaluation of External Appearances of Agricultural Products, The Third Internaltional 
Symposium on Biological Shape Analysis, Tokyo, June 14-17, 2013. 

46. Kyosuke Yamamoto and Seishi Ninomiya (2013) Detection and Counting of Intact 
Tomato Fruit on Tree using Image Analysis and Machine Learning Methods, Trends in 
Agricultural Engineering, Czeck Republic, September   3-6,  2013. 

47. 2013 の と する 研究 124 本 学

大  
48. E. Yasunaga, D. Takata, S. Oshita, K. Tanoi, Y. Nakanishi, S. Ninomiya, K. Kobayashi. 

2013. Radioactive nuclides behavior in fruits tree and soil after the Fukushima accident, 
the International Symposium on Quality Management of Fruits and Vegetables for 
Human Health (FVHH2013). 5-8 August 2013, Bangkok, Thailand. 

49. Yasunaga E., T. Uchino, S. Yoshida, F. Tanaka, K. Nakano. 2013. A model to predict the 
effects of gas concentrations, temperature and time of storage on quality deterioration of 
broccoli (Brassica oleracea L.) florets. XI Intnl. Controlled & Modified Atmosphere 
Research Conference, 3-7 June 2013, Trani, Italy. 

50. 本 大 2013 時 で した る の

本生 学 2013 年 大 2013 年 9 月 2 5 大学

 
51.  和

大 大 大  

の の137Cs 度の 年 の 学 平成 26 年度 大 大

学 2014 年 3 月 学研 13（ 1） 
52. 和  大 あ まし

の の る の 平成 25 年 研究 成  
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 講演 

1.  2013. 東 本大 の る農 生の 東京大学 86
月 （2013 年 5 月 19 ） 

2.  2013. の 生態調和農学機構 で

る の （2013 年 8 月 31 ） 
3.  2013. Tolerance to abiotic stresses of energy crops with reference to their 

rooting habit の する （2013 年 10 月 15 ） 
4.  2013. の 研究

（2013 年 11 月 8 ） 
5.  2013. る と  

る （2013 年 12 月 3 ） 
6.  2014. 東京大学 研究 と農 の

の と （2014 年 03 月 13 ） 
7. Seishi Ninomiya (2013)  Service Innovations  for Smart Agriculture, The 1st SRII Asia 

Summit 2013, Sept 17, 2013, Bangkok, Thailand. 
8. （2014） 農 GAPと 農 生態調和農学機構 2

月8  
9. （2013） 報科学 農 生 本農 学 30 年記

10月11  
10. Seishi Ninomiya (2014) Agricultural knowledge transfer to illiterate farmers supported by 

children sensors: A case study in Vietnam, G-Space Workshop, 19 Feb, 2014, Komaba, 
Tokyo. 

11. 大  和 2013 の る 態 
の も る （東京大学 生 2013 年 12 月 14 の農

等 の ての研究報 ）東京大学農学生命科学研究科 （東 本大

する る農学生命科学研究科の ）  
12. 大 2014 る の （東京大学 生 2014 年 2 月 16

と の の は ） 本 （平成 25 年度 の

する ）  
13. Yasumura, Naoki 2014. Forestry in Japan. New Zealand Farm Forestry Association, New 

Zealand Institute of Forestry, ForestWood Centre, Wellington ,Feb11,2014 
14. Eriko Yasunaga. 2014. Preservation and food safety for fruits and vegetables, "Advances in 

Horticultural Science" supported Workshop in Asia Plant-sensing Technologies for 
Agricultural Applications, The Universtiy of Kitakyushu, 5-6 Feb 2014. 

15. 2013 の の と 11 の機 と

研究 大学 2013 年 9 月 13  
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16. 2013 ま の 3  ま  （8 月 9 ） 
17. 2013 農 と の 現 の 西東京 の

10 年記 （9 月 29 ） 
18. 2013 の 農学生命科学研究科 機

、 研 （11 月 14 ） 
 

  

1.   2013. 10 本 学  
2. 西 生 （2013） 学 （対象

4 た の , 
学 、Vol.48, No.12, 800/808、2012 ） 

3. （2013） 本 学 （研究 ） 東 の と の 生

る の する研究. 

 

 研究 成 

1. 本 大（研究 ） の 生 した の し 生

の 農 た 農 する  
2. 本 大（研究 ） する の

の 科学 科学研究 研究（A）（ 学 調 ） 
3. 本 大（研究 ） 生 の た 機構の

科学 科学研究 研究（A）（ ） 
4. 本 大（研究 ） の 生 と の 機構の 科学

科学研究 研究（A）（ ） 
5. 本 大（研究 ） 生 の 機構 生機構の 科

学 科学研究 研究（B）（ ） 
6. （研究 ）  2009 年 4 月 1 -2014 年 3 月 31

生 生 する研究 NEDO
 （研究 表 ） 

7. （研究 ） （研究 ）  2010 年 4 月 1 2014 年 3 月 31
る と QTLの

科学  科学研究 （ 研究 学 調 ）（研究 表  ） 
8. （研究 表 ）  2013 年 4 月 1 -2014 年 3 月 31 東 本大 る

る の と 東京大学 JX FS研究 
9. （研究 表 ）  2014 年 3 月 1 -2015 年 3 月 31 る

の と 東 本大 研究 2013  
10. （研究 表 ） （研究 ） る農 生
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の構 科学 研究 （H22 H26） 
11. （研究 ） る と の農 の

科学 大学

報 （H23 H27）研究 表  
12. （研究 ） 農 のた の 成 構 する学

研究 科学研究 研究(A)（H23 H25）研究 表  
13. （研究 ） の する する し の 農

研究 （H25 H29）研究 表  
14. 大 （ ） 度 る農 の構 （

の ） 平成 24 年度農 研究 農 等の の

の （研究 表 ） H24-H26  
15. ま （研究 表 ） る の の の

たす  科学 科学研究 研究（B）H23-H25 
16. ま （研究 ） の 現象 と

の  科学 科学研究 研究（B）研究 表

和（ 農学 大学）H23-H26 
17. ま （研究 ） の と時  の

と 生の  研究  研究 表

（ 大学）H23-H27 
18. （研究 表 ） した る 生 元

の （H23-H25）  科学 科学研究 研究（B） 

19. （ ） る生態 の する研究（H21-H26） 研究 表

東京大学 本 （ ） 
20. （研究 表 ） （研究 ）   東 る

態の の  科学 科学研究 （ 研究(B)
学 調 ） H22-H25 

21. （研究 表 ） （研究 ） の る の

の と の  科学 科学研究  ( 研究(C) ）H24-H26  
22. （研究 表 ） る の在 する研究 科学 科学

研究 成 （ 研究（C））（H25 27） 
23. （研究 ） の する研究

機構平成 25 年度 と の （研究 表 ） 
24. （研究 表 ） 大 （研究 ）  農 の

の の と 科学 科学研究

（ 研究(B) ）H24-H26 
25. （研究 表 ） 大 （研究 ）  の した
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のた の の 科学 科学研究 （ 研究(B)）H25-H27 
26. （研究 表 ） 大 （研究 ）  の

した の の 科学 科学研究 （ 研究）H25-
H26 

27. （ 研究 ）  の 生 る の生 生態 と

科学 科学研究 （ 研究(B)）H23-H25（研究 表

） 
 

 セミナー ン の 開催 

1.  本 14 、東 本の

の の （東京大学農学  2014 年 2 月 21 ） 
2.  東京大学 研究 と農 の

（東京大学農学  2014 年 3 月 17 ） 
3.  る 調 る と の

（東京大学 生 2013 年 9 月 28 ） 
4. Eriko Yasunaga, Kick-off seminor on comprehensive fruits quality modelf or evaluating 

the effect of production and distribution environment, Chiang Mai University, Thailand. 
20 May 2013.  

 
 その他 

 

1.  した の

（ ） 
 

2.  2013 の  
3.  2013 の  

Webcite 
4. （研究成 ） 農 研究機構 生 研

究  農 報 農機

http://brain.naro.affrc.go.jp/el/ 
5. （研究成 ）附属生態調和農学機構 農  

http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/museum/ 
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(2) 機構 利用 農学生命科学研究科・他研究科等の研究業績 

 論文 
1. Fujii, T., Abe, H., Kawamoto, M., Katsuma, S., Banno, Y. and Shimada, T. (2013) Albino 

(al) is a tetrahydrobiopterin (BH4)-deficient mutant of the silkworm Bombyx mori. Insect 
Biochem. Mol. Biol. 43: 594-600. 

2. Hashida Y, Aoki N, Kawanishi H, Okamura M, Ebitani T, Hirose T, Yamagishi T, Ohsugi 
R (2013) A near isogenic line of rice carrying chromosome segments containing OsSPS1 of 
Kasalath in the genetic background of Koshihikari produces an increased spikelet number 
per panicle. Field Crop. Res. 149: 56-62. 

3. Hirose T, Aoki N, Harada Y, Okamura M, Hashida Y, Ohsugi R, Miyao A, Hirochika H, 
Terao T (2013) Disruption of a rice gene for α-glucan water dikinase, OsGWD1, leads to 
hyperaccumulation of starch in leaves but exhibits limited effects on growth. Front. Plant 
Sci. 4: 147. doi: 10.3389/fpls.2013.00147. 

4. Okamura M, Hirose T, Hashida Y, Yamagishi T, Ohsugi R, Aoki N (2013) Starch reduction 
in rice stems due to a lack of OsAGPL1/OsAPL3 decreases grain yield under low irradiance 
during ripening and modifies plant architecture. Funct. Plant Biol. 40: 1137-1146. 

5. Toriba, T., and Hirano, H.-Y. (2013). The DROOPING LEAF and OsETTIN2 genes 
promote awn development in rice. Plant J. 77, 616-626.  

6. Wang, L., Kiuchi, T., Fujii, T., Daimon, T., Li, M., Banno, Y., Kikuta, S., Kikawada, T., 
Katsuma, S., and Shimada, T. (2013) Mutation of a novel ABC transporter gene is 
responsible for the failure to incorporate uric acid in the epidermis of ok mutants of the 
silkworm, Bombyx mori. Insect Biochem. Mol. Biol. 43: 562-571. 
 

 学会  

1. Aoki N, Liang C, Okamura M, Miyao A, Hirochika H, Terao T, Yamagishi T, Ohsugi R, Li 
T, Hirose T (2013) Distinct phenotypes of rice leaf starch excess  mutants that exhibit 
hyperaccumulation of starch in leaves. Abstract, 7th International Rice Genetics 
Symposium (RG7), November 5–8, Dusit Thani Hotel, Manila, Philippines, Japan, pp 211, 
#P-0068. 

2.  ,  大, 大   (2013) た す の る

機構の . 本 学 236 , 大学 元 , 2013 年 9 月. 
号 91 本 学  82( 2): 182-183. 

3. 月   Hermansky-Pudlak syndrome (HPS) 
で すると 現 る 本 学 84 大 、2013

年 3 月 11 、 本大学生 科学 （ 表）. 
4. , , 大 , 大 (2014) と て 成 た
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の 度と 生 . 本 学 237 , 大学西

, 2014 年 3 月. 号 P-73 本 学  83( 1): 412-413.  , 西 , 
 大, 大   (2013) 成 （SPS） する の

. 本 学 235 , 大学農学 , 2013 年 3 月. 号 94 本 学

 82( 1): 188-189 
5.   大   の

対する 本 学 84 大 、2013 年 3 月 11 、 本大学生 科

学 （ 表） 
6.   す (q)の 本

学 84 大 、2013 年 3 月 11 、 本大学生 科学 （ 表）. 
7.   本    

t- （otm）の の 本 学 84 大 、2013 年 3 月 11 、

本大学生 科学 （ 表）. 
8. 平  の TOB1  YABBY は の と の 態

する  本 学 85 大 ,  (2013 年 9 月 19-21 )   
9. 大 平  の 成 する と の  本 学

85 大 ,  (2013 年 9 月 19-21 )    
10. 大 大 はる 平  の 態 と た

の表現 と 本 学 125  （2014 年 3 月 21-22 ）  
11. 大 平  の 生 する は 成 も である  本

学 125  （2014 年 3 月 21-22 ） 
 
５．技術職員の研究・技術支援業績 
 

(1) 研究業績 

 論文 

1. （2013） 東京 した との

の 大学農 研究 37 号（ ） 
2. 和 （2013）大学農 る農 の と

大学農 研究 37 号（ ） 

 
 学会等  

1. （2013） 東京 した との

の 平成 25 年度 東 大学農  78 研究  平成 25 年 8
月 1 2  大学 
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2. 和 （2013）大学農 る農 の と

平成 25 年度 東 大学農  78 研究  平成 25 年 8 月 1
2  大学 

3. 
（2013） の 東京大学農学生命科学研究科の 25 生

学 研究  平成 26 年 2 月 20 21  科学研究機構 生 学研究 （

表） 
4. 和 （2013） 研究 での農 東大生態調和

農学機構での 25 生 学 研究  平成 26 年 2 月 20 21  科学研

究機構 生 学研究 （ 表） 
5. （2013） 東京 した 成の 25 生

学 研究  平成 26 年 2 月 20 21  科学研究機構 生 学研究 （

表） 
6. 本 、 （2013） の

と 25 生 学 研究  平成 26 年 2 月 20 21  科学研究機

構 生 学研究 （ 表） 
7. 東京 成 2013 年 6 月 8  東京

成  JA東京  （ ） 
8.   る の と の の

ま と る 平成 25 年度 等 研究 研  平成 25 年 10 月 17
19  農学生命科学研究科附属  

9.   る も 平成 25 年度

等 研究 研  平成 25 年 10 月 17 19  農学生命科学研究科附属  
10. 和   る農 の 6 農学生命科学研究科 研

 平成 26 年 2 月 27 28  農学生命科学研究科 
11.   での 研 報 （2013 年 1 月 21 3 月 20 ） 6 農学生命科学

研究科 研  平成 26 年 2 月 27 28  農学生命科学研究科 
12.   までの 研 の と て 6 農学生命科学研究科

研  平成 26 年 2 月 27 28  農学生命科学研究科 
13.   東京 した 農 成の 6 農学

生命科学研究科 研  平成 26 年 2 月 27 28  農学生命科学研究科 
14.   報 機  研 6 農学生命

科学研究科 研  平成 26 年 2 月 27 28  農学生命科学研究科 
 
 研究 成 

し 
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 (2) の る  
 生態調和農学機構の 員による研究 

論文 

1. Okami, M., Kato, Y. and  Yamagishi, J. (2013) Grain yield and leaf area growth of direct-
seeded rice on flooded and aerobic soils in Japan. Plant Production Science 16(3): 276-279. 
（ 記 ） 

2. Sekiya, N., Shiotsu, F., Abe, J., Morita, S. 2013. Distribution and Quantity of Root Systems 
of Field-Grown Erianthus and Napier Grass. American Journal of Plant Sciences, 4: 16-22. 
（ 記 ） 

3. 大  和 2013 した

の （ 5 報）- る 137Csの
て- RADIOISOTOPES, 62（7） 455-459 （ 和 記 ） 

4. 大 2013 した

の （ 6 報）- の137Cs 度の の の す

- RADIOISOTOPES, 62（8） 533-538 （ 和 記 ） 
5. 大 西 大 2013

した の （ 7 報）- の Cs 度の 2 年

の 時 - RADIOISOTOPES, 62（8） 539-544 （ 和 記 ） 
 

学会  

1. 大  和 ‘ ’ る

の の て 学 平成 25 年度 大 大学

2013 年 9 月 学研 12（ 2） 333.  （ 和 記 ） 
 
 
 農学生命科学研究科・他研究科等による研究 

 （p54-56 (2)機構 した農学生命科学研究科 研究科等 る研究  と

） 
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Ⅴ 教育活動 
 
１．旧農場 

 
(1) 実習 

 
 科    期  

生 学 農学  4 32 年 28  
農 学 農  1 32 学期 15  
生 学 生物・環境工学フィールドワーク 1 5 学期 14  

農学 農  1 20 学期 15  
生 学 農学  1 33 10月21 10月25  

学  3 8 年 15  
生命 学 学 生命 学 学  （2） 71 9月24  

 
（応用生物学 農業・資源経済学 生物・環境工学 国際開発農学） 

   

（ ）  
 

（

） 
 矢津田啓介・  

（ ）  矢津田啓介・  

果樹栽培（モモ・ウメ・ブドウ） 大  
和

 

農   
・ 白井深

雪 

農  農 学 栽培研，農業・資源経済学専攻  

 
 

生 学  

   

（ ） 研 研 生 研  

（

） 
  

（ ）   

（ ） 研  

（ ） 研  

カバークロップ栽培（クロタラリ 研  
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ア） 

（ 等） 大  
和

 

（

） 
研  

（ ）  
 

農   
 

 
研 研

研  

農 の と  大  
和

 

の   
 

の 学  研  

 研  

の と  研 研 
 

科学  研 科研  

研究 学 研  

（ 環境学） 

   

生調   
 

 
研

研  

 大   

生命 学 学  

   

    

学  科学研 和  

生 学  
学研

生 研 機 学研 
和  

農 （農

機 ） 
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(2) 講義 
 

 学  

  学期   
生 生 学

 

（ ） （ ）  2 19 

生 生態学  

ま  

 2 3 

IPADS Statistics   2 12 
研究  （ ）  2 35 
 農

る

 

大 （ ）  2 30 

生 生態学    4 0 
生 学 研究   12 0 

生 生態学    8 0 
生 学 研究   12 0 
生 生態学  

 
 6 1  

生 生態学  
 

 6 1 

生 生態学  
 

 4 1 

生 生態学  
 

 4 1 

生 生 学  
 

 10 0 

生 生 学  
 

 10 0 

農学生命 報科学  （ ）  1  
報学  （ ）  2 5 

報農学  （ ）  2 6 
農学 研究  （ ）  4  

報農学    8 3 
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  学期   
報農学    8 3 
報農学    8 0 
報農学    4 0 

生 学 研究    8 0 
生 学    3 0 
生 学    3 0 
生 学 研究    10 0 
生物・環境工学特別実験実習   10 0 

 
 学部 

  学期   
生態学 本   2 49 

生 学   2 15 
生 学   2 56 

学   2 52 
農学 報  （ 4 ）  2  

 農

の  

大 （ ）  2 26 

の 科学 （ ）  2 300 
学  学

と

の生 学/ 生態調

 

（ ） 大 （ ）  2 3 

学  科  

る

と  

（ ） （ ）  2 80 

学  科  

の科学  

（ ）  2 90 

生 学研究  

 

 4 0 

卒業論文（応用生物学専修） 

 

 8 0 

卒業論文（生物・環境工学専修）   8 0 
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 他 学・他 学  

大学    学期   
大学 学   生態学 ま     

 
 (2) 学位論文 
 

 論文 

   Studies on high-throughput phenotyping by use of time series crop 
images taken under natural environments  

        （農学    ） 
  修 論文 

 大 Scientific Aspect of Organic Agriculture and Analysis of Root-Associated 
Bacteria in Paddy Field  

   （生 生 学   ） 
  学 の 在 の 生 る  

   （生 学   大 ）   
  業論文 

  の成 期 の 度の 1
3 期 る での 時調  

（東京農 大学  大 ）  
 

２．田無演習林 

 
(1) 実習 

 

 科   

 

期  

学 期  学

の の

成 も る

 

2 4 学期

3  

学 期  学 研究

と の生

学 した  

2 3 学期 1  

生 科学  学  2 18 学期 2  
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科学

 

生 科学  

科学

 

学  2 7 学期 1  

生 学  農学  4 29 年 3  
生 学   3 8 年 5  
科学 生

学  

生 機 学 2 8 学期月 1  

 

   

学

の の

成 も る

 

本 大  

学 研究

と の生

学 した  

平  

学  平   

学     

農学    
 

   
 

生 機 学 本 大 大

 
 

 
(2) 講義 
 
 学  

  学期   
生態 学  （ ）  4 4 

生 学 研究 （ ）  12 2 
科学  （ ）  10 4 
科学  （ ）  10 4 
生態 学  （ ）  8 4 
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  学期   
生 学 研究 （ ）  12 2 

生態 学   （ ）   12 4 
生態 学  （ ）  8 4 
生 機 学 本 大（ ）  2 8 
生 機 学  本 大（ ）  4 0 

生 学 研究 本 大（ ）  12 0 
科学  本 大（ ）  10 2 
科学  本 大（ ）  10 2 
生 機 学  本 大（ ）  8 0 

生 学 研究 本 大（ ）  12 0 
生態 学  本 大 （ ）   12 0 
生態 学  本 大（ ）  8 0 

 
 学部 農学部 学部  

  学期   
科学  （ ） 本大（ ）  2 13 
生態 学 （ ） 本大（ ）  2 25 
学  学

の の

成 も

る  

( ） 本 大（

） 

 2 4 

学  科

の科学  

（ ）  2 58 

学  科 の

す  

（ ）  2 18 

学 （ ）  2 50 
学  本 大（ ）  2 16 

学  本 大（ ）  2 17 
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Ⅵ 社会貢献 
 
１．社会連携委員会 

 

構成 、 、 、 、 、 、 、 京  

 月 1 として 11  

 機構の る と て 報 と （

の ） は、機構 、 の 、 、

（ と農の 大 ）  

 

２．社会貢献事業 

 

農  

1878（ 11）年 1 月 農学 して 、 農学 、東京農 学 、

大学農科大学附属、東京 大学農科大学附属、東京 大学農学 附属、東京大学農学 附

属、東京大学大学院農学生命科学研究科附属 と、 して た農 で て た

農機 、農学 農学 で として て た農機

科書 た のある 書 、 農 の

とした て る。 

の 本 は、 東大 の て て る。

東大 は、2007 年の本 の て 東大農

として て たの で、2010 年 4 月の生態調和農学機構の

て 東大 、現在 て る。 の は、

、 の 、 の 、 の するた の

の 、 した て して る。 

2013 年度  

 10 15 14 45 （ 年末年 は ） 

79 （ 時 15 （

ま ） 

2,610 （ 19,180 ）（2014年 3月 18 現在） 

東大 39 （4月 1 現在） 

る 11 月 12 2014年 3月 18 （ の ） 

機 の （2014 年 3月 25 ） 

報 等  

z （ 9月 20 24 10月 4  10月 29 ） 

（農 ） 和  



生  2013  

 

68 
 

ま  DE OIL 

農 時 の 2007 年度 て る、西東京 との ま

は、 と て、 の成 と との 等 る とで、

までの した て る。 、 まで 本機構 し、

調 して すると は して る。本 は、 との の で 学

の 学 として て た 、2009 年度 は る の 態 た

とで、 、 との て る の の と る と

も、本 の ある と て る。また、 年度 、 学 2 し、

した ま の する と た。 

2013 年度  

、 10a、 70cm 50cm 

学 5年生 100 、 学 4年生 100 、 30  

 

6 月 11 （ の ）、 （ 学生、

） 

6月 18 学 農 学 （ ）（ ） 

6月 25 し（ 学生、 ） 

7月 8月 等の ま 成（ ） 

8 月 1 学  の （ との ） （

）（ ） 

8 月 14 30 （ 月 ） ま （ ） 11 、

4,844  

9月 11 （ 学生と 、 ） 

報 等  

z FM 西東京 
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３．その他公開セミナー 説明会等の開催 
 

年月      

2014/3/30,31   
 3/30  357  3/31 330  

 

2013/6/2,10/27 （ ） 
の 、 て、 の 、

し と とした も

。 学 学 の

の の 生、 する東大農

の  
 6/2 84  10/27 78  

、 本

大、 本 平、

、

、  

2012/6/4 （ ） 
の るた 、 研究

年度 年度 報 し

報 。 も 時 。 
 17  

 

2013/7/23,24 本  
 7/23 425  7/24 788  

 

2013/8/31 機構 で る 

の  

  46   

、

、 、

 
2014/2/8 機構 農 GAP

です  農 して  
  4  （大 のた ） 

、

、  

 
 

 

(1) 農  
  （ 年末年 ） 9時 4時30 、 学のた の

て 、年 10,000 の ある。 

 

(2)  

 月 （ 年末年 ） 9時 4時30 、 学のた の

て 、年 3,000 の ある。 
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Ⅵ 圃場利用および作物生産 
 

1 旧農場 
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圃場利用 
 
(1)  

  等（ 等） 
（ ） 

期   

本   （

） 
10 6 9 西東京  

（ 本 機 ） 

 

(2) 圃場 

 

  等（ 等） 
（ ） 

期   

 研究

 
（

平 ） 
60 2006/12

2013/12 
 

と

の は

 

（ 生 学

、農 学

、生 学

、 農学

）（ ） 
 

（

） 
（ あ

） 
 

   80   
研究 在  1.5 2013/2  （ ） 

  （

） 
30 2002/3

2013/12 
（ 生 学

、農 学

、生 学

、 農学

 

（ 平 ） 20 2002/3
2013/12 
2007/3
2013/12 

（ ） 30 2002/3
2013/12 

  ( との ) 12.5 2012/11/16~
6/17 

（ 生 学

、農 学

、生 学

、 農学

） 
（

） 
12.5 7/25~10/8 （ 生 学

） 
（

） 
12.5 
 

2012/11/16~
6/3 

（ 生 学

、農 学

、生 学

、 農学

） 

（ ）
  

12.5 3/29 7/5 

（ 、

、

12.5 4/17 6/28 
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） 
（

） 
12.5 5/24 10/18 

 
（ 生 学

） 
（ ） 12.5 7/25 11/12 （ 生 学

） （

） 
12.5 7/30 10/7 

（ 1 号） 12.5 8/19 11/1 
（

） 
12.5 2012/10/22

4/1 
（

） 
12.5 2012/10/24

4/26 
（

） 
12.5 11/13~ 

（ との ） 12.5 11/22  
（

2） 

12.5 11/22  

 研究 （

） 
1.5 4 8 （ ） 

  3.5   
 研究 （ との ） 50 2012/11/21

6/17 
（ ） 

（KD777） 30 7/23 10/28 
（ との ） 42 11/21  
（ ） 8 11/22  （ ） 

  （ の

し）

（

86） （

） （V
） （ ） 

10 4/5 7/19 （ 生 学

、農 学

、生 学

、 農学

） 

 （ ） 90 2012/11/2
4/10 

のた

 
( 科) 75 7/4~9/3 

（

） 
84 10/18~  

 研究  10 4/1
2014/3/31 

学 研究科

学

研究  
 研究 （ ） 2 5 11 生 研

究

研究  
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  8   
   5   

研究 （ ） 5 5 11 生 研

究

研究  
   12.5   
   10   

 研究  1 9/17  生 生 学

（大 ） 
 研究 

 
4 5/10  （ ） 

     30   

 研究  125 年 生 生 学

研究 （

） 

 
研究 （ ） 80 2012/11

6/18 
農学 報

農学 研究 （

）  80 7/3 10/29 
（

） 
80 11/27  

 80 7/11 10/4 農学

科学 元研究

（ ） 
（ ） 80 11/19  

  （ ） 25 2005/3  （ 生 学

、農 学

、生 学

、 農学

） 
成   6 2010/12   
 

 

 2014/3   

  （ ） 30 2012/11/29~
6/12 

 

 

( 科) 
50 
35 

7/11~9/11 
7/8~8/20 

（

） 
26 10/8~ 

7   2.8   
  1.2   

研究 （ の ） 5 年 生 生 学

研究  
  学  10 4 2014/3 学 附属 等

学  
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（

院） （

） （ 2
号） （ま

）

（

）

（ 85）
（

） （京

で） （

）

（ ）

( ) 

6 10/4
2014/1/17 

（ 生 学

） 

研究 
 

6 4 2014/3 2 （ ） 

 
22 4 2014/3 （ ） 

 1.2 4 2014/3 （ ） 
 （ ） 37 2012/11/22~

6/10 
 

 10 6/5~9/20  
( 科) 20 7/2~8/21 のた

 
大 ( ) 18 10/10~  

 

 

（ ） 12 年 
（2012 年 3 月 ） 

（ 学

） 
研究  1 年 （ ） 

   36   
   30   
 研究  2 2011/4  （ ） 

 

1 4 2014/3 （ ） 

  （

） 

20 2012/11/22
7/11 

 

A 研究 （ ） 4 5 12 生 生 学

学研究 （ 本） 
2 5 11 生 生 学

学研究 （ ） 
 （ と ） 4 6 10 （ 生 学

、 ） 
B 研究 （ ） 1 5 11 （ ） 
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1 5 11 生 研

究

研究  
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